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古 き を 温 ね て 新 し き を
知 る

フルイ　　　　　　 イルフ

ぐ

いるふの扉3●おかやさんぽ区る゙っと

広
告

豊富な取り扱いメーカーから、お宅にぴったり！をご提案いたします。
独自のアフターサービスもご用意しております。

　

２
０
０
０
年
と
い
う
区
切
り
の

年
に
竣
工
し
た
公
民
館
を
あ
と

に
、
海
戸
遺
跡
へ
。
大
正
時
代

の
道
路
開
削（
田
中
線
・
釜
口
橋

通
り
線
）に
よ
っ
て
、
存
在
が
明
ら
か

と
な
っ
た
こ
の
大
遺
跡
か
ら
は
、
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
顔
と
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
が
魅

力
的
な「
顔が

ん

面め
ん

把と
っ

手て

付つ
き

深ふ
か

鉢ば
ち

型が
た

土ど

器き

」

（
国
の
重
要
文
化
財
）
が
出
土
し
て
い

る
。「
岡
谷
駅
は
も
と
も
と
、
こ
の
辺

り
に
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
す
よ
」
…
そ
ん
な
話
を
聞
き

な
が
ら
、
ふ
た
た
び
田
中
線
を

進
め
ば
、上
浜
区
の
巻
で
訪
ね
た

「
大
清
水
」
に
到
着
。
湧
き
水
が

豊
か
だ
っ
た
時
代
に
思
い
を
は
せ
、
素す

さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
を
祀ま
つ

る
小

尾
口
、
新
屋
敷
の
鎮
守
、
津
島
神
社
に
向
か
う
。
江
戸
時

代
に
は
、
か
の
天
竜
道
人
も
厄
払
い
に
訪
れ
、
椿
と
鷹
の

絵
馬
を
奉
納
（
岡
谷
美
術
考
古
館
で
保
存
）
し
た
と
い
う
。

神
明
造
と
大
社
造
を
併
用
し
た
総
檜
造
り
の
拝
殿
は
、
製

糸
活
況
の
時
代
、
寄
付
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
こ
の
立

派
さ
に
。
あ
る
意
味
、
製
糸
遺
産
で
も
あ
る
わ
け
だ
。
風

格
あ
る
ご
神
木
の
根
も
と
に
は
、

山
岳
信
仰
・
民
間
信
仰
の
石
碑

や
石
の
祠ほ

こ
らが

集
結
。
ひ
と
き
わ
大

き
い
金
毘
羅
さ
ま
が
目
を
ひ
く
。

　

明
治
時
代
、
公
会
所
が
あ
っ
た

と
い
う
場
所
は
、小
さ
な
公
園
に
。

奥
に
見
え
る
は
、
戦
没
者
の
魂
を

慰
め
る
招
魂
殿
だ
。
碑
は
各
地
に

あ
る
が
、
社
殿
は
め
ず
ら
し
い
。

こ
こ
に
は
、
岡
谷
で
２
番
目
に
建

て
ら
れ
た
鉄
骨
の
火
の
見
や
ぐ
ら

が
あ
っ
た
と
も
。
う
わ
も
の
の
変

中
心
地
の
誇
り
と
歴
史
、
脈
々
と
…

19 

小
尾
口
区
の
巻

丸
山
橋
、丸
山
タ
ン
ク
へ

江戸時代は「牛頭（ごず）天王宮」と呼
ばれていた「津島神社」。本殿はその
当時に、拝殿は大正9年に木曽御料
林払い下げのヒノキで建てられた

出発。郷土史に明る
い伊藤寛二さん（左）、
牛山素吉区長、丸山
橋の昔をよく知る滝
澤武さん（右）と…

❶

神宿るケヤキに神々が寄り添って…
招魂殿。流浪の時を経て、
昭和53年～ここに安住

顔
面
把
手
付
深
鉢
型
土
器

縄文から数千年にわたり
大集落が広がっていた

大清水。古代人もこの水瓶
を頼りに暮らしていたのかも
（昭和30年代に枯渇）

住宅街の路地を抜けると…

整備された歩道を歩いて

❸

❷

❹

製糸家のくらしをにじませる
たたずまいも残る

❺
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いるふの扉3●おかやさんぽ区る゙っと

古 き を 温 ね て 新 し き を
知 る

フルイ　　　　　　 イルフ

ぐ

広
告

小
尾
口
区
公
民
館 

☎
２
２ｰ

２
６
３
２

遷
は
、
時
の

流
れ
…
辻
の

道
祖
神
も
、

区
画
整
理
に

よ
り
元
の
場

所
か
ら
少
し

移
動
し
た
と
い
う
。
さ

ら
に
そ
の
先
、
山
二

発
條
の
前
の
道
路
の

中
央
あ
た
り
は
、
旧

地
蔵
堂
（
さ
ら
に
古
い

時
代
に
は
十
王
堂
）跡
地
。「
明

治
に
な
り
取
り
壊
さ
れ
た
の
で

す
が
、
現
公
民
館
に
吊
っ
て
あ

る
鉦し
ょ
うは
、こ
こ
の
も
の
で
は
…
」

と
伊
藤
さ
ん
。
県
道
の
拡
幅

も
あ
っ
て
景
色
が
一
変
す
る
な

か
、「
廻
り
場
」
と
呼
ば
れ
た

旧
葬
儀
場
は
、
住
民
の
希
望
を
受
け
て
桜
を
２
本
残
し
、

「
賽さ
い
の
神
公
園
」と
な
っ
た
。

　
明
治
38
年
の
中
央
線
開
通
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
丸
山
橋
を
渡
る
。

人
や
車
が
ひ
し
め
く
往
来
、
隙
間

な
く
並
ん
だ
商
店
…
活
気
に
あ
ふ

れ
て
い
た
…
と
滝
澤
さ
ん
が
懐
か

し
そ
う
に
語
っ
て

く
れ
た
。
同
じ
く

線
路
の
切
り
割
り

工
事
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
丸
山
遺

跡
か
ら
小
高
い
丘

（
ま
さ
に
丸
山
！
）に
登
る
。

天
竜
川
か
ら
ポ
ン
プ
で
取
水

し
、
高
低
差
を
活
か
し
て
、

間
下
や
新
屋
敷
の
製
糸
工

場
に
送
水
し
た
と
い
う
遺
構

「
丸
山
タ
ン
ク
」は
、
ふ
し
ぎ

な
存
在
感
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る

場
所
だ
。
中
央
町
側
に
下

る
と
、
見
慣
れ
た
ま
ち
な
か
の
景

色
。
現
在
の「
居
森
弥
五
郎
殿
社
」

付
近
に
は
、
か
つ
て
小
尾
口
の
公

会
所
が
…

映
画
館
の
火
災
で
類
焼
し

…
こ
と
の
成
り
行
き
を
聞

き
つ
つ
、
引
っ
越
し
先
と

な
っ
た
現
在
の
公
民
館
に

戻
る
。

現在の丸山橋
は武井武雄作
品に彩られて

昔は「尹良（ゆきよし）さま」と
呼ばれていた居森弥五郎殿
社。旧地には碑が建つ

イルフプラザや童画館をあとに

丸山橋の開通式の写真（公民館内）
戦争に供出した半鐘の代わ
りに、地蔵堂の鉦をつけた？

春の日差しにくつろぐ辻の道祖神

残してくれてありがとう…今年も
美しい花を咲かす

大正3年建造の「丸山タンク」は、日
本の近代化産業遺産！

晴れの日には遠くの山まで見渡せる

かつての繁華街、今は静か
で便利な住宅街に

区民のお花見会が
毎年開かれている

�

�

❻

❽

❾

小尾口区公民館

海戸遺跡

イルフ童画館

八十二銀行

イルフ
プラザ

イルフ
プラザ

津島神社

招魂殿
道祖神

旧地蔵堂跡

賽の神公園
丸山橋

丸山
タンク

旧居森弥五郎殿社居森
弥五郎殿社

丸山遺跡

至
岡
谷
駅

大清水

中央
本線

田中線

❶
❷

❸

❹
❼ ❻ ❺
❽

❾

11

12

10

美術考古館

山二発條

❶

（
取
材
／
４
月
24
日
）

徒
歩
所
要
時
間 

40
分
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ジ

「こうずら ほうずら」は市民のみなさんでつくるページです。
市政や広報に対するご意見や身近な話題など、どんどんお寄せください。

宛先●〒394-8510 岡谷市役所（住所不要） 広報情報課広報広聴（内線１３６６）

　

最
近
、
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
ツ
バ
メ
の

巣
が
で
き
、
子
ツ
バ
メ
も
何
羽
か
い
る

の
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
親
ツ
バ
メ
が

何
度
も
エ
サ
を
与
え
て
い
る
の
が
何
と

も
か
わ
い
ら
し
い
…
！ 

ま
た
来
年
も
、

そ
ん
な
ツ
バ
メ
の
親
子
を
観
察
し
た
い

で
す
。　
　
　

Ｔ
・
Ｈ
さ
ん（
田
中
町
）

▼
つ
が
い
で
仲
良
く
子
育
て
を
す
る
親

鳥
、
必
死
に
エ
サ
を
欲
し
が
る
ヒ
ナ
た

ち
の
生
命
力
、
ツ
バ
メ
の
一
家
は
見
て
い

て
ほ
ほ
え
ま
し
く
な
り
ま
す
。
ツ
バ
メ

が
巣
を
作
る
と
、
縁
起
が
い
い
、
家
が

繁
栄
す
る
と
い
い
ま
す
。
一
度
作
っ
た
家

に
も
ど
っ
て
く
る
習
性
が
あ
る
そ
う
で
す

か
ら
、
来
春
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　

広
報
ク
イ
ズ
で
招
待
券
が
当
た
り
、

世
界
遺
産
指
定
間
近
の
富
岡
製
糸
場

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
週
末
と
あ
っ
て

大
混
雑
と
思
い
き
や
入
口
で
待
つ
こ
と

も
な
く
ゆ
っ
く
り
見
学
が
で
き
ま
し
た
。

赤
レ
ン
ガ
が
美
し
い
壮
大
な
建
物
に
圧

倒
、
細
密
な
木
造
建
築
に
感
動
し
ま
し

た
。姉
妹
都
市
と
あ
っ
て「
シ
ル
ク
岡
谷
」

の
紹
介
パ
ネ
ル
も
あ
り
ま
し
た
よ
。
広

い
駐
車
場
も
入
口
近
く
に
で
き
便
利
。

遠
い
よ
う
で
案
外
近
い
、
姉
妹
都
市
富

岡
で
し
た
。　
　

Ｍ
・
Ｋ
さ
ん（
赤
羽
）

▼
岡
谷
市
と
同
じ
、
製
糸
業
で
発
展
し

た
富
岡
市
が
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
る
こ

と
は
大
変
う
れ
し
い
ニュ
ー
ス
で
す
。
お

互
い
に
シ
ル
ク
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め

る
姉
妹
都
市
と
し
て
、
今
後
も
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

８
月
１
日
に
は
、
市
立
岡
谷
蚕
糸
博

物
館
「
シ
ル
ク
フ
ァ
ク
ト
お
か
や
」
が
開

館
し
ま
す
。
実
際
の
製
糸
生
産
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
動
態
展
示
な
ど
、
魅
力

あ
る
施
設
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

塩
嶺
王
城
マ
ラ
ソ
ン
の
５
キ
ロ
の
部

に
出
場
し
ま
し
た
。
今
ま
で
６
回
挑
戦

し
、
２
番
目
に
良
い
タ
イ
ム
で
し
た
。

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
気
分
よ
く
走
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
、
今
か
ら
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　

Ｙ
・
Ｔ
さ
ん（
山
下
町
）

▼
さ
わ
や
か
な
高
原
を
走
る
の
は
、
気

持
ち
良
い
で
す
ね
。
６
回
も
挑
戦
さ
れ
、

好
成
績
を
上
げ
て
い
る
の
は
、
日
々
の

鍛
錬
の
賜
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
蒸
し
暑
く
な
り
ま
す
の
で
、

熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

こえ
６
月
の

ハ
ガ
キ
か
ら

▼
は
広
報
広
聴
担
当
よ
り

❖❖❖❖❖ 市政モニター通信41 ❖❖❖❖❖
《 7月担当市政モニター   鮎澤 春雄さんより 》

　ニュースでも取り上げられている、少子高齢化に
よる人口減は、日本の大きな課題の１つ。岡谷市も
同様の課題を抱えるなか、庁内に人口問題研究委
員会ができ、積極的に人口減少を食い止めようとす
る検討に入ったことは大変良いことと思います。

　第４次岡谷市総合計画「後期基本計画」が始まり、安全・安心な
まちづくり、住みやすい環境づくりに力を入れ取り組み始めていま
すが、少子化を食い止めるには、若い世代に定住してもらい、安
心して出産できる環境づくりが必要ではないでしょうか。　　
　後期基本計画は、子育て支援が充実した計画になっていると思
いますが、子育ての前には、まず出産があります。安心して出産
できる環境を作らなければ、安心して子育てもできないのではな
いでしょうか。早急に環境を整えてほしいと感じています。
　また、産業構造の変化や、社会動態による減少もさらに進むと
も考えられますが、先ごろの報道にもあったような企業誘致・企
業間連携の仲介などを積極的に行い、就労人口の増加、定住に
つながるような産業支援に、今後も期待しています。

114号線（間下東街道線）
整備工事などに伴う通行規制

　道路拡幅工事などのため、7月31日(木)まで、
市役所西側の市道の通り抜けができませんので、
迂回をお願いします（歩行者の通路は確保されて
います）。
　ご不便、ご
迷惑をおかけ
しますが、ご
協力をお願い
します。
　市役所へは
カノラホール
側からお越し
ください。

問合せ●都市計画課（内線1333・1334）
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工事施工か所工事施工か所

岡谷市役所岡谷市役所

岡谷病院岡谷病院

県道
下諏
訪辰
野線

県道
下諏
訪辰
野線

カノラ
ホール
カノラ
ホール

今
井
新
道

今
井
新
道

114
号
線（
間
下
東
街
道
線
）

114
号
線（
間
下
東
街
道
線
）
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3

5 6

4

問題
二重枠の文字を並べ替えると岡谷に
関係のある言葉ができます。それを
答えてください。正解者のなかから
抽選で5名に、ロマネット入浴券（５００
円券）1枚をお送りします。

◆ヨコのカギ
 1 「岡谷○○○祭」。今年は7月26日
 3 コンビニなどで使える○○カード
 5 長持ちはこの音がいいんですよね～
 7 真っ赤なリンゴ、ネイビーブルーの
　　Tシャツ…こんな男の子
 9 私財を投じて新田開発に尽力した
　　○○○五平衛
11 太鼓道場
13 長野県のお隣 

◆タテのカギ
 1 原田泰治美術館では、これで絵画を作る
　　作品展も行われています
 2 岡谷市出身の現代美術作家○○○芳郎
 3 打ったり、抜いたり、刺したり
 4 へしあい
 6 強い、手強い、しぶとい
 8 中屋区公民館のあるあたり
　　長地○○○
10 長野県には58名います
11 日本で言うと京都、奈良、鎌倉あたり
　　でしょうか
12 ○○同音

クロスワードパズル
広報クイズ No.343

脳トレにいかがですか？

【
市
長
随
想
48
】

「
災
害
対
策
」

　
最
近
の
天
気
予
報
は
、様
々
な
研
究
や
人
工
衛
星・コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
な
ど
の
発
達
に
よ
り
精
度
が
上
が
り
、
よ
く
当
た
る
よ
う

に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
対
し
て
も
、

も
っ
と
正
確
な
予
報
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
18
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
８
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
生
命
・
財
産
・
平
和
な
暮
ら
し
を
一
瞬
に
し

て
奪
っ
て
し
ま
う
災
害
は
非
常
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
が
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
、
平
成
18
年
の
辛
い
体
験
が
風
化
さ
れ
、

市
民
の
記
憶
の
中
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
恐
ろ
し

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

災
害
の
起
き
た
７
月
19
日
は「
岡
谷
市
防
災
の
日
」で
す
。
も

う
一
度
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
認
識
し
、
高
い
危
機
管
理
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
申
し
ま
す
が
、
備
え
が
あ
っ
て

も
被
害
は
少
な
か
ら
ず
発
生
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
し
か
し

最
小
限
の
被
害
で
済
む
よ
う
に
、
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
、

災
害
へ
の
備
え
を
怠
り
無
く
実
施
し
て
い
た
だ
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

岡
谷
市
内
で
溢い
っ

水す
い

被
害
の
大
き
い
塚
間
川
・
大
川
に
つ
き
ま

し
て
は
、
岡
谷
市
と
長
野
県
と
が
協
力
し
て
、
長
野
県
の
施
工

に
よ
り
、
河
川
改
修
・
調
節
池
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
河
川
等
に
つ
き
ま
し
て
も
随
時
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
毎

年
こ
の
随
想
で
も
取
り

上
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
繰
り
返
し
掲
載

し
、
お
願
い
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●応募方法…はがきに答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記し、ひと
言（特集テーマや、市政、広報に対するご意見や身近な話題など）をそえて「〒394-
8510 岡谷市役所（住所不要）広報クイズ係」までお送りください。7月10日必着。（ひ
と言は「こえ」 に掲載させていただく場合があります）

●前回（6月号）の答えと当選者
　「西部中（セイブチユウ）」
　正解数32通（応募総数32通）のなかから抽選で、Ｔ・Ｈさん
（田中町）、Ｙ・Ｏさん（湊）、Ｓ・Ｋさん（長地出早）、Ｈ・Ｏ
さん（長地鎮）、Ｈ・Ｓさん（川岸中）に、ロマネット入浴券
（５００円）をお送りします。
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ア ジ サ イ 　 チ
ヤ 　 イ ズ ハ ヤ
メ ブ キ 　 ヤ ク
　 キ ン ボ シ 　
チ ヨ 　 ウ ケ ミ
ユ ウ ユ ウ 　 セ

あめ  キンダーブック1965年3月号
武井武雄

 今月の子育てキーワード（乳児期）   『泣くことは　赤ちゃんのコミュニケーション』

　赤ちゃんは泣いたりぐずったりすることで、不快の感情表現をします。イライラ・おろおろしないで、ゆっくり子

どもの気持ちを受け止めてあげましょう。自分を大事に思ってくれる人がいると、安心して心が満たされ満足します。

～成長樹（期）子育て実践ポイントより～


